
大桃集落
＋

日本大学工学部建築計画研究室

H28年度 福島県事業

「大学生の力を活用した集落復興支援事業」



集落の概要・現状



大桃集落の位置大桃集落人口



v大桃集落図及び建物配置図





大桃集落人口大桃集落人口

1 歳～ 64 歳

合計

65 歳～（ 高齢者）

1 歳～ 64 歳

合計

36 人

44 人

31 人

27 人

80 人58 人

合計 138 人

男性 女性



138 人71 人

51.5%

高齢者数 集落合計数

高齢化率



地域資源の紹介



風景 ： 屏風岩、中山間地の川

観光 ： 小豆温泉、高畑スキー場

建物 ： 大桃の舞台

地域資源



建築物 –大桃の舞台-

–国指定重要有形民俗文化財-





集落の活性化策の模索

①大桃の舞台の活用のスタディ























利用しやすいか

アクセスしやすいか

公演時アンケートで得た、会場配置に関する回答結果

＊回答数＝28人

＊回答数＝26人



福島市、只見町、会津若松市、二本松市、白河市、いわき市
合計８人

宮城県、新潟県、栃木県、茨城県、千葉県、神奈川県、東京都

合計１２人

南会津町
合計16人

無回答
合計4人

大桃集落
合計2人

福島県内回答者

アンケート合計回答者数
＝42人分



・大桃の舞台の活用によって地域内外の人々が訪れ、人寄せの
力があるといえる。

・大桃夢舞台の運営に多くの集落住民が協力し合うことがわかり、
イベントには人と人のつながりを保ち続ける役割がある。



集落の活性化策の模索

②全世帯調査結果から考える





世帯数 集落人口

有効回答世帯数 有効回答人数（ 率） 69(50％)

50 138

33

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年齢比

~1 9 歳 65 歳 ~20~3 9 歳 40~6 4 歳

58%20%10%10%

回答者の属性



大桃地区

29％
白河地区

1％

只見地区
3％ 田島地区

33％

舘岩地区
10％

伊南地区

25％

若松地区
3％

所要時間（ 自動車）

： 30 分以内

： 1 時間以内

： 1 時間以上

どの地域で買い物をするか



可能 不可能 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

61% 33% 6%

自動車の運転は可能か



・将来的に自動車での買い物が不可能になり、食料・生活用品を
手に入れることが困難な状況が予測できる。



①・②より活性化策を考察

・大桃の舞台を活用し、日常やイベント時の演出性を
向上させ、大桃ならではの独自性を生み出し、大桃
の価値を引き出す。

・イベントの継続や新たなイベントによって、集落住民間
のコミュニティを維持し続ける。

・将来的に予測される不自由な生活のサポート。



ご清聴ありがとうございました
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